
福井市新しい総合事業に関するＱ＆Ａ（Ｈ２８．１２．２０)

No. 分類 項目 質問 回答 発出日

1 全般・共通 訪問・通所
同一人物に対して、通所型サービスでは予防給付相当
を利用し、訪問型サービスではＡ型サービスを利用す
ることはありえるのか。

認知症がない場合などで、通所型サービスでは入浴介助を
受けて入浴し、訪問型サービスでは買物代行や調理代行だ
け利用する場合など、同一人物に対する通所型サービスと訪
問型サービスで予防給付相当とＡ型を使い分けるケースもあ
り得る。

H28.12.20

2 訪問型サービス サービスの併用

入浴などの身体介護で週1回、掃除・洗濯で週1回サー
ビスを実施する場合には、２回とも予防給付相当サー
ビスとなるのか、掃除・洗濯はＡ型サービスとなるの
か。

掃除・洗濯を単に代行するだけならば、掃除・洗濯については
ケアプラン上Ａ型サービスと位置付け、入浴介助は予防給付
相当サービスとなり、併用することになる。

H28.12.20

3 訪問型サービス 人員配置

現在、介護予防訪問介護と訪問介護の指定をされてい
るが、総合事業のＡ型サービスと訪問型予防給付相当
サービスを含めて、訪問介護員等を常勤換算で2.5以
上でよいか。

介護福祉士又は介護職員初任者研修等修了者であれば、Ａ
型サービスと訪問介護・訪問型予防給付相当サービスの兼
務は可能である。ただし、介護給付・予防給付相当サービス
の人員基準条件「常勤換算で2.5人以上」の計算を行う場合に
は、兼務職員のＡ型での勤務時間を含めることはできない。

H28.12.20

4 通所型サービス 設備の共有
現行の通所介護の設備をＡ型サービスと共有すること
は可能か。それとも、場所を区切ったり、別室でＡ型
サービスを実施する必要があるか。

現行の通所介護とＡ型サービスを同じ設備(部屋)で行うことは
面積要件(3㎡×利用定員※通所介護・予防給付相当・Ａ型を
合わせた定員)を満たし、利用者の処遇に影響がない限り可
能である。ただし、別室を用意したり、場所を区切ったりするこ
となく同じ設備(部屋)で一体的に実施する場合には、プログラ
ムを変えるなど現行の通所介護や予防給付相当の利用者に
影響がないようにする必要がある。

H28.12.20

5 通所型サービス サービス提供曜日
通所型Ａ型サービスでは、曜日を限定して実施するこ
とは可能か。

可能である。ただし、利用者等に対してその提供曜日を明示
し、同意をえる必要がある。

H28.12.20

6 通所型サービス
単位数の算定につ
いて

(資料２、７Ｐ・１４Ｐ)
要支援２の利用者が月５回未満の利用の場合、どの
サービス区分を利用すべきか。要支援者はその要支
援度により、サービス費を区分し、事業対象者はその
利用回数でサービス費を区分するということでよいか。

予防給付相当サービスを例にすると、要支援２の人は月４回
までの利用の場合でも、「ニ通所型サービス費２回数 ３８９単
位」を利用し、３８９単位×４回で請求することになる。事業対
象者は、ケアマネジメントにより、週１回程度の利用が適当で
あると判断された場合には「ハ通所型サービス費1回数３７８
単位」を利用し、週２回程度の利用が適当であると判断され
た場合には「ハ通所型サービス費２回数３８９単位」を利用す
るということでよい。
また、Ａ型サービスも同様の考え方とする。

H28.12.20

7 通所型サービス
単位数の算定につ
いて

(資料２、７Ｐ・１４Ｐ)
ケアマネジメントにより、週1回の利用となった利用者の
月の利用回数が、決まった曜日の利用の場合には月４
回と月５回のケースが出てくる(週２回の利用の場合に
は、月８回と月９回のケースが出てくる)が、その場合月
によってサービス区分を変更することになるのか。

予防給付相当サービスを例にすると、週１回の利用者が月４
回の月は、「ハ通所型サービス費１回数３７８単位」を利用し
て３７８単位×４回で請求し、月５回の月は「イ通所型サービ
ス費１  １，６４７単位」で請求する。同様に、週２回の利用者
が月８回利用した月は「ニ通所型サービス費２回数 ３８９単
位」を利用し、３８９単位×８回で請求し、月９回の月は「ロ通
所型サービス費２  ３，３７７単位」で請求する。
また、Ａ型サービスも同様の考え方とする。

H28.12.20

8 通所型サービス
単位数の算定につ
いて

(資料２、７Ｐ・１４Ｐ)
予防給付相当サービスを利用し、月５回利用予定の利
用者が、利用者の都合により1回休んで月４回の利用
となった場合には、予定通り「イ通所型サービス費１
１，６４７単位」で請求すればよいのか。

本市ではサービス1回あたりの請求を原則としており、イレ
ギュラーに月５回の利用となった場合に、月額の単価を用意
している。そのため、月４回の利用になった場合には原則通り
「ハ通所型サービス費１回数 ３７８単位」を利用して、３７８単
位×４回で請求されたい。

H28.12.20

9 通所型サービス 事業所番号

現在、通所介護及び介護予防通所介護事業所の指定
を受けているが、予防給付相当サービス及びＡ型サー
ビスの指定を受ける場合、事業所番号は現行の番号と
同じでよいか。

同じ事業所番号を利用することができる。 H28.12.20

10 通所型サービス
入浴サービスの実
費徴収

通所型Ａ型サービスの利用者で入浴希望のある利用
者に対して、実費を徴収することは可能か。

通所型Ａ型サービスで入浴サービスの実施を必須とはしてい
ないが、Ａ型サービスでも入浴介助を必要としないで入浴
サービスを利用することはありえるため、実費を徴収すること
は想定していない。

H28.12.20

11 通所型サービス 各種様式
通所型Ａ型サービスに関する個別サービス計画書など
各種様式は市から提示されるのか。

市からは参考様式も含め、提示する予定はないため、これま
で各事業所で使用されている計画書等の様式を利用し、一部
記載を省略するなどして対応されたい。

H28.12.20

12 通所型サービス
短期集中予防サー
ビスの実施回数に
ついて

「通所とアセスメント等を目的とした訪問を組み合わせ
て最大１４回を上限とする」とあるが、通所のみ１４回を
実施するのは可能であるか。通所と訪問を必ず行う必
要があるのか。

短期集中予防サービスは、短期集中的に専門家が関わるこ
とで、生活機能の低下要因を探り、利用者の個別性に応じた
プログラムを実施することにより、生活機能の維持、向上を目
的とするサービスである。本サービスにおいて、訪問は必須と
しないが、本目的を達成するために、単に心身機能にだけア
プローチするのではなく、居宅等の生活環境を踏まえ、必要
性を判断し、訪問も組み合わせて実施していただきたい。

H28.12.20

1



No. 分類 項目 質問 回答 発出日

13
介護予防ケアマネ
ジメント

サービスの決定

従来の予防給付相当のサービスの判断はいつ、誰が
するのか。
また、既にサービスを利用している人は、そのサービス
が必要ということで利用していると思われるが、継続如
何等について判断基準を具体的に示して欲しい。

サービスの決定は、従来どおり介護予防ケアマネジメントの
過程で行い、その際には介護予防ケアマネジメントマニュア
ル（案）（Ｈ28.11.28説明会の資料5）にあるように、「福井市版
アセスメントシート」（別表1）、「興味・関心チェックシート」（別
表2）、「介護予防ケアマネジメントにおける課題と目標の例」
（別表3）、「サービスの対象となる対象者の考え方」（別表4）
等により総合的に判断していただきたい。

H28.12.20
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